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【課題の概要】 
本研究は、物質が発光する際に発光体に対して生じる力（発

光光圧）を利用して、光マニピュレーションの新しい方法を

開拓することを目的としている。 

本研究では、１）発光光圧を利用して発光するナノ粒子の

大きさを選別し、選別した均一な粒子からのみ発光させるこ

とにより、発光線狭線化を行う、２）ペロブスカイト薄膜を

含む共振器構造を構成し、発光過程と力学系が結合したオプ

トメカニクス機構を実証する、３）ペロブスカイトナノ粒子

集団において、粒子相関により生じる超蛍光による光圧の観

測を行う、という三つの具体的なテーマを設定している。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
応募者らは、光吸収過程に伴う吸収体に対する圧力（光圧）

を利用した物質操作の研究で成果を上げてきた。本研究は、

発光過程を利用して物質を操作する方法を開拓する点が新し

い。 
一般に、光学材料の特性として発光過程の方が吸収過程よ

り利用されており、発光光圧を利用した光マニピュレーショ

ンの方法が開発できれば、その有用性は高い。発光光圧は応

募者らが 2012 年に提案した機構であり、基礎科学の面では独

自性の高い研究が期待される。応用面では、量子センサーと

して注目されているナノダイヤモンドなどのナノ材料の新規

製造手法、新規光学材料研究への波及効果が期待される。 

 


